
（その 1／1 ）

   １     　日　時 令和２年５月２６日(火) 18:00～19:10

   ２     　場　所

   ３     　出席者

   ４     　審議結果

　 ５　　　次回開催日時

　　　　　 次〃回開催日時　　 　 令和２年５月開催予定：日時・場所は、未定（４月は不開催）

受 付 番 号 審 議 事 項
申 請 者

（ 科 ・ 職 名 ・ 氏 名 ）
結 果 備 考

血液内科

医療局次長 承認

尾崎　修治

血液内科

医療局次長 承認

尾崎　修治

血液内科

医療局次長 承認

尾崎　修治

感染症内科

部長 修正後承認 ※

山口　普史

感染症内科

部長 条件付承認 ※

山口　普史

血液内科

医療局次長 承認

尾崎　修治

感染症内科

部長 修正後承認 ※

山口　普史

20-3

20-4

20-5

19-47

19-49 承認の条件が満たされたため、承認を行ったことを報告。

19-50

承認の条件が満たされたため、承認を行ったことを報告。

承認の条件が満たされたため、承認を行ったことを報告。

20-1,20-2,19-26(変更),13-3(変更)  ：尾崎委員が関係者である為、定足数に含まない。（委員12名が承認）

20-3，20-4 ：葉久委員長が関係者である為、定足数に含まない。（委員12名が承認）

２０－５ ノロウイルスの消毒剤抵抗性に関する検討

①データを最新のものに修正すること。

①研究の対象者を確認すること。（ファビピラビル投与者のみか、無症候の者も含む
か等）

①指摘のあった文面について修正を行うこと。
②情報公開用文書は省略すること。

２０－３
ファビピラビル等の抗ウイルス薬が投与さ
れたCOVID-19患者の背景因子と治療
効果の検討（観察研究）

２０－４ COVID-19に関するレジストリ研究

１３－３
（変更）

チロシンキナーゼ阻害薬治療により分子遺伝学的完全寛
解(complete molecular response;CMR)に到達している慢
性期慢性骨髄性白血病患者を対象としたダサチニブ投与
中止後の安全性と有効性を検討する臨床試験　Stop
Dasatinib Study(STDAST)v1.2

２０－１ 造血細胞移植および細胞治療の全国調査

２０－２
HIV感染症および後天性免疫不全症候群の予後
に関する後方視的検討

１９－２６
（変更）

少量レナリドミド療法に再発・難治性と
なったMM患者に対するILｄ療法の効果と
安全性(W-JHS MM02)

http://www.tph.gr.jp/_files/00023450/rn20-4.pdf
http://www.tph.gr.jp/_files/00023429/rn20-1.pdf
http://www.tph.gr.jp/_files/00023443/rn20-2.pdf
http://www.tph.gr.jp/_files/00023443/rn20-2.pdf

